
第７回 “夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しております。） 

  

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

 

亀川小学校  上村 玲菜（かみむら れな）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サン・サン・サンタひみつきち」をよんで     

かみむら れな 

 

 わたしは、サンタさんがだいすきです。サンタさんのひみつがしりたくて、この

ほんをえらびました。 

えほんをよんで、わたしがたのしみにしているプレゼントは、せかいじゅうから

あつめているゴミと、ふしぎなくすりでできていることが、わかりました。まるで

まほうのようでびっくりです。 

わたしはサンタさんからもらったおもちゃをこわしてしまいました。いっしょう

けんめいつくってくれたのに、ごめんなさい。これからは、たいせつにしようとお

もいました。  

えほんでいちばんすきなところは、となかいがたのロケットでサンタさんのくに

から、せかいのどこへでも３０ぷんでいけるところです。わたしものってみたい

な。ロケットにのっていろんなくにへいってみたいです。いろんなくにへいって、

せかいじゅうのいちねんせいとおともだちになりたいです。おともだちになって、

いっしょにクリスマスケーキをたべたいです。 

ことしのクリスマスも、サンタさんがつくってくれたプレゼントが、せかいじゅ

うのこどもたちにとどくといいな。 

 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

日方小学校  石倉 絆渡（いしくら ばんと）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀川小学校  妻木 美月（つまき みづき）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオカミとえほん 

いしくら ばんと 

ぼくは、「このほんよんでくれ！」をよみました。どうしてこのほんをよんだかと

いうと、ひょうしのオオカミとウサギのえがきにいったからです。ぼくは、なぜオ

オカミがほんをもっているのだろうとおもいました。 

オオカミは、えほんをよんであげているおとうさんとおんなのこにちかづきまし

た。いつもならガブリとたべるオオカミは、えほんのおもしろさにうっとりしまし

た。ぼくは、「オオカミがたべるのをがまんするぐらいのえほんはどれだけおもしろ

いのかな。」とおもいました。 

 ウサギにえほんのよみかたをおしえてもらったオオカミは、もりのみんなにすて

きなおはなしをよんであげました。ぼくは、こわかったオオカミがみんなにえほん

をよんでいるのにびっくりしました。 

 ぼくは、オオカミがやさしそうにえほんをよんであげているところがいちばんこ

ころにのこりました。ぼくも、すきなえほんをみつけたら、みんなによんであげた

いとおもいます。 

 

 

ふしぎなおはなし 

つまき みづき 

このほんをえらんだりゆうは、だいめいがきになったからです。さかさまになっ

たら、ほんとうにいろんなものがみえるのかなとおもった。 

 さかさまじゃなかったらきがつかないけれど、さかさまになったらみえる。ふし

ぎだな。なにでつくっているかわからないものも、かたちをみるとなにかにみえる

からすごいな。 

 いいてんきのひに、わたしはあしをひらいてさかさまになってみたら、かげがで

きてかみのけがふらーんてなっておばけみたいだった。そとにでてさかさまになる

と、くさがおおきくみえた。くさはじめんからはえているねぎみたいだった。 

 このほんをよみおえて、ふみちゃんはなぜさかさまになったのかわかった。さか

さまになってみると、べつのなにかにみえてくる。はっけんするのがたのしかった

から、いろいろやってみたのかな。 

 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

内海小学校  有本 奈穂（ありもと なほ）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   加茂川小学校  西岡 佑起（にしおか ゆうき）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほんよんであげる 

ありもと なほ 

 わたしはこのほんよんでくれ！といってるみたいだなとおもってこのほんをえら

びました。 

 おとうさんとこどもがほんをよんでいるのをうしろからみているだけでおおかみ

がふたりをたべなかったところがふしぎでした。ぜったいたべるとおもいました。 

 うさぎがこわいのにおおかみにほんをよんでいるところがすてきでした。わたし

ならこわくてむりだとおもいます。 

 わたしには２さいのおとうとがいます。わたしもおとうとにえほんをよんであげ

るときがあります。おとうとはおおかみみたいにもういっかい、もういっかいとい

います。そういわれたらうれしいです。よんであげてよかったなとおもいます。 

 これからももっといろんなほんをよみたいしおとうとにもほんをよんであげたい

です。 

 

 

「さかさまたんけんたい」をよんで 

にしおか ゆうき 

 

ぼくがこのほんをえらんだりゆうは、さかさまがおもしろそうだったからです。 

 いちばんおもしろかったばめんは、しゅじんこうのふみちゃんが、おとうさんと

おにいちゃんのおへやをたんけんするところです。ちらかってるので、さがすのが

わくわくしました。かばんとはたきで、かぶとむしになりました。   

ぼくだったら、そとをさかさまたんけんしたいです。 

 ぼくもこれからは、ふつうにみるだけじゃなく、さかさまたんけんもして、いっ

ぱいはっけんしたいです。 

 


